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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、発展途上国における所得分配と貧困に対する金融のグローバル化の影響につい

て明らかにすることである。この研究は金融のグローバル化と所得格差、貧困の間にある複雑な

関連性について研究した。この研究の結果を国際学会そして多くの論文と著書を発表した。枠に

とらわれず広範囲にわたる理論を骨組みとして、実証的な、そして詳細なケーススタディを積み

重ねることによって、この研究が今日のグローバル化と格差に対する議論に貢献をした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to clearly examine the effects of financial globalization 

on income distribution and poverty in developing countries. This study analyzes the 

complex relationship between financial globalization, income inequality and poverty. The 

author presented the research results in many papers, books and at several international 

conferences. This study carried out research, incorporating theory, empirical methods, 

and case studies, and made a contribution to the current debates on this topic. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 近年世界経済で金融グローバル化が急

速に発展していてその経済的影響について

関心が高くなっている。特に金融危機など経

済不安定の深化を通じて発展途上国の経済

成長と所得格差を悪化させるという憂慮が
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大きくなっている。 

 

(2) 金融グローバル化が経済成長に及ぶ效

果に対しては既に多くの研究があるが、 金

融グローバル化と所得不平等、そして貧困の

間の関係に対してはより多くの研究の発展

が必要な状況である。したがってこの研究は

金融グローバル化が所得不平等と貧困に及

ぶ結果について詳細に分析する。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 金融グローバル化が発展途上国の所得

不平等と貧困にどの様にして複雑な経路と

絡み合い影響を及ぼすのか分析する。また、

資本自由化など金融開放政策とグックイン

の直接投資、、証券投資、銀行貸し出しなど

国際的な資本移動が国内の所得格差にどの

様な影響を及ぼすのか研究する。 

 

(2) そしてこのような変化が成長と分配に

与える総合的な影響を考慮して貧困にどの

様な影響を及ぼすのか研究する。特に制度の

発展と金融市場の発展など各国ごとにお互

いに違う状況と条件がこのような関係にど

の様な影響を及ぼすのか分析する。  

 

(3) また金融グローバル化の費用を最小化

して利得を極大化するための政府の政策対

応を提示する。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 既存の多くの文献研究を整理・再調査を

行い研究主題と係わった理論を発展させた。 

 

(2) そして世銀の世界開発指標と WIDER の 

World Income Inequality Database など国

際的データベースを使って研究課題に対す

る実証分析を実施した。 

 

(3) そして、 韓国を含む多くの国々の具体

的な歴史的経験を分析した事例研究を遂行

した。 事例研究では金融開放政策の変化を

よく見てこれと係わる国際的資本移動そし

てマクロ経済の変化に対して分析した。 

 

 

４．研究成果 

(1) 多数の既存の研究を整理し、実証分析を

進行、韓国など各国の事例に基づいた具体的

な歴史的、 制度的研究をおこなった。 

 

(2) 理論的に金融グローバル化と所得格差

の間が連関された可能性を提示して、Gini 

index を使った cross-country 計量分析を

通じてこれを検証した。 金融グローバル化

は海外直接投資を通じて発展途上国内の熟

練労動者と非熟練労動者の間、そして高所得

者と低所得者間の格差を拡大させ、また、金

融グローバル化以後現われた金融危機と金

融不安定はすべての国で所得分配と不平等

を悪化させる。このような内容を国際的な 

data を使った実証研究を通じて確認した。 

 

(3) また韓国の金融自由化と金融危機など

具体的な歴史的事例も研究をおこなった。こ

の研究は、特に金融開放と金融グローバル化

の発展は、経済不安定深化と制度の変化など

を通じて所得分配と貧困を悪化させる可能

性があることを明確にした。韓国の場合、

1990 年代の性急な金融自由化と開放政策に

よって 1997 年金融危機が発生した。金融危

機以後、信者幼主義賊構造調整とともに、 既

存の東アジア経済 model が崩壊し、信者幼主

義賊経済構造が現われたが、その結果投資の

低下と共に深刻な所得不平等と貧困の深化

が現われた。このような変化は、金融グロー

バル化が発展途上国経済に及ぼす悪影響を

非常に顕著に表している。 

 

(4) このような成果を基に多くの論文と著

書を書き、国内外の多くの学会へ発表した。

筆者はトルコ、 タイそして韓国などの多様

な国々で開催された国際会議とセミナーで

以上の研究成果たちを発表して討論した。 

そしてこの研究成果の基礎として多くの学

術雑誌の論文たちと諸本を使用した。 
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